
 

今後の検討事項について（案） 

 

１． モデル事業の効果検証 

１） 平成２８／２９年度モデル事業の検証 
・経年変化、参加による効果（行動変容･健診結果･医療費等） 

２） 今後の全国展開に向けた課題と対応策 

 

２． ガイドラインの改訂 

１）引き続き検討すべき事項 
・ 関係者間の調整、体制づくり（地域課題や事業目的の共有） 
・ 取組の標準化等の検討（適切な対象者選定・評価方法の検討） 
・ データヘルス推進のための環境整備 
・ その他（健診等のあり方の検討） 

２）一体的実施の検討状況に応じた対応 
 
３． その他 

・ 健康状態の包括的な把握方法の検討（質問票にフレイル項目

の追加等） 

※ ２．１）取組の標準化、健診等のあり方の検討関連 
 

 

高齢者の保健事業のあり方検討ワーキンググループ（第６回） 

平成 30 年 10 月１日（月） 資料２ 


